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１．１．１．１．    はじめにはじめにはじめにはじめに    

 本報では、先端および中間部に拡径部を有する杭工法

（以下、本工法と呼ぶ）の概要を述べるとともに、原位

置で実大施工試験を行い、地中に構築した杭を掘り出し、

杭形状、スライムの有無を確認し、施工方法の妥当性を

確認したので報告する。 

２．２．２．２．    工法概要工法概要工法概要工法概要    

本工法は，支持性能の向上のため，軸中間部にも拡径

部（節部）を設ける場所打ちコンクリート杭工法である。

本工法の概要を図 1 に示す。本工法の中間拡径部の掘削

は，拡底杭と同じ掘削バケットを用いて上部掘削を行っ

た後に，スライムの沈殿を防ぐための傾斜（45 度）を設

ける下部掘削を別の掘削バケットで行う。掘削機を写真

１、写真２に示す。この２つのバケットを使い分けるこ

とで，地盤条件に応じて軸部と中間拡径部の施工順序を

入れ替えることや拡径部上下で軸径を変えることが可能

となる。 

（１）施工手順 

施工手順図を図 2 および図 3 に示す。本工法は、地盤

条件、施工上の制約条件等から中間拡径部を先行して掘

削するケースと軸部掘削完了後に中間拡径部を施工する

ケースを想定しており、施工方法の確認を行っている。

どちらの施工手順でも施工可能である。 

（２）中間拡径部スライム処理 

本工法は、拡底部の掘削完了後、中間拡径部下部掘削

バケットのビット部に取り付けたスクレーパによってス

ライムを掻き落とす方式である。スクレーパと掘削バケ

ットは一体構造になっていることから、スライムを孔底

まで沈降させることなく、直接バケット内に落とし込む

ことが可能である。スクレーパの拡翼状況は、深度計お

よび流量計のモニター画面で所定の油量を確認する（写

真 3,4）。拡底部は拡底バケットにて掘屑を除去し、次に

水中ポンプにて孔底から安定液と共にスライムを吸い上

げ、良好な安定液と置換する。なお、施工試験では砂分

率を３％以下の安定液と置換した。以上の施工プロセス

管理を行うことで残存スライム量を 0 ㎜とすることにし

た。 

    

図 1 工法概要 

  

写真 1 中間拡径部上部掘削機 写真 2  中間拡径部下部掘削機 

 

図 2 中間拡径部を先行して掘削する施工順序 

 

図 3 軸部先行掘削後に中間拡径する施工順序 
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写真 3 管理装置（流量計）   写真 4スクレーパ取付け 

３．掘出し３．掘出し３．掘出し３．掘出し調査調査調査調査    

掘出し調査を実施した試験杭概要を表 1および図 4に

示す。掘出しは深礎工法で行い、揚重機の能力から 2分

割して地上に揚重した。掘出し状況を写真 5に示す。杭

体は、杭径、中間拡径部の形状について調査を実施した。

また、中間拡径部下部スライム堆積状況は地上で行える

ように、掘削時に土を数㎝残した状態で吊り上げた。 

表 1 掘り出し試験杭の仕様 

杭軸径(mm) 中間拡径(mm) 杭天端(m) 杭先端深度(m) 配筋 

1,000 1,500 GL-0.45 GL-13.25 主筋 12-D35 
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図 4 掘出し試験杭概要 

(１)形状測定 

形状測定は、中間拡径部を含む下部のみデジタルカメ

ラによる２次元写真測量

1)

及びトータルステーションを使

用して実施した。測定結果を図 5、超音波孔壁測定結果を

図 6、中間拡径部下部傾斜角度を表 2 に示す。写真形状測

定した結果（南北方向）は重ね図として示す。掘り出し

た試験杭の杭径は設計寸法を上回ること、超音波孔壁測

定結果と概ね等しいことを確認した。 

(２)スライム厚さ 

 スライム調査状況を写真 6 に示す。スライム厚さは、

中間拡径部下部に付着した土砂を取り除き目視でスライ

ムの有無を調査したが、確認出来なかった(表 2)。 

４．４．４．４．まとめまとめまとめまとめ 

先端および中間部に拡径部を有する杭の施工試験を実

施し、掘り出し調査結果を示した。調査結果より本工法

の施工管理の妥当性を確認した。 

＜参考文献＞, 

  
写真 5 試験杭掘出し状況 

  

 

 

 

 

 

部位 ①  ②  ③  ④  ⑤  ⑥  ⑦  

杭径 1,017 1,062 1,509 1,024 1,010 1,000 1,001 

 

図 5 形状測定結果 単位:mm 

 
※赤線が形状測定ライン 

(a)南北方向                (b)東西方向 

図 6 形状測定結果（超音波孔壁測定） 

 

表 2 中間拡径部下部傾斜角度およびスライム計測結果  

部 位 

計測項目 

    

中間拡径部下部角度（°） 44.5 42.8 47.1 43.0 

スライム（mm） 0 0 0 0 

  
写真 6 スライム調査状況 

1)掛橋孝夫ほか デジタル写真解析による PC セグメント寸法計測 土木学会第 62 回学術講演会,pp.339-340,2007 
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